
プログラム様式

メッセージ

幼児 38 人 ／ 支援者 4 人

森･社寺
林･公園

山・里
山

川 湖･池
田畑･
野原

園庭･
公園

・手提げ袋×８ ・バット×８ ・白ポリ袋×８ ・笛

・セロハンテープ×８ ・ひっつき虫入れ×１ ・ＣＤデッキ、CD

・ストップウォッチ

対象年齢 年中、年長児

0:40 ・まとめ ・「葉っぱが温かいのはなぜか？」
　「虫はなぜ、土の下や葉っぱの中にいる
　　のか？」を子どもたちに問い、虫の冬
　　越しについて伝える。

実施可能時期

ね
ら
い

冬越しをしている虫たちは暖かい葉っぱの中で過ごしていることに気づく

発見・体
感

できるこ
と

・葉っぱの色、形、感触
・友だちと協力をして探し、発見する楽しさを味わう

参加者のめやす

実施時間 30分～40分

フィールド

プログラム名
葉っぱファッションショー

時　間 活　動 配慮･アドバイス･アレンジ

【園や家庭へ帰ってから】
・園で服を発表会の衣装にする。
・春や夏、秋と四季の服作りをして、写真で残し、変化が分かるようにする。
・散歩に行った際に、草への関心が持てるようにする。
・草についているアブラムシの目線になって、大きな製作をしてみる。

家庭で
・散歩に出かけた際に草花に興味を持ってもらう。
・虫が好きな葉っぱに対して、人間が食べる葉っぱとして野菜を取り上げてもらう。
・植物でＴシャツを染めてみる。

準備物・
教材等

自然を感じる
ためのヒント

時　間 活　動 配慮･アドバイス･アレンジ

0:00

0:10

0:15

0:20

0:35

・集まってルールを聞く

・＜ひっつき虫ゲーム＞
　をする

・グループごとに集まっ
　て説明を聞く

・ビニール袋をもらい、
　草を探しに行く

・グループごとに各場所
　に集まって、集めた物
　をケースに出し、服作
　りを始める

・ファッションショーを
　する

・期待が膨らむような話をする。

・草花への興味が持てるように説明をしていき
　最後のファッションショーをイメージして、
　探しに行けるようにする。

・危険がないように見守り、すぐに対応できる
　ようにする。
・子どもの思いに共感したり、発見を共に喜
ぶ。

・楽しく服作りができるよう見守る。

・他のグループの特徴に気づけるような声掛け
　をする。

雪のため、ルーペで雪

観察に変更

ルーペで雪を見てみたよ。透明

だ！結晶はどんなんかな？雪が溶

けていくのも見えるよ。

掘り出した葉っぱで服を作るよ。

セロハンテープでいろんな葉っぱ

を貼りつけよう。

できた葉っぱの服をみんなに披露。

ファッションショーをしたよ。

いろんな服が出来ているね。春や

秋の葉っぱは違うよ。また、楽し

んでね。


